
倉敷市議議会６月定例会が、６月１０日から６月

３０日まで開催され、周子は、市民の皆さんのお声

を反映すべく、今議会も登壇し質問に立ちました。

⑴新型コロナウィルス感染症に関して

①新しい生活様式について

②DVや離婚、児童虐待に関して

③災害時の避難所運営について

④水道料金の免除を考えてはどうか

⑤不要なマスクの回収を

⑵ 教育行政について

①GIGAスクール構想に対応したパソコン整備事業

に関して

・パソコンの整備台数内容と学習方法について

・ネット環境にない地域・家庭の対応について

・児童生徒のパソコン操作に関わる人的サポー

トについて

・学校の先生にも見せる授業の講習を考えては

②トイレの洋式化について

・今後のスケジュールと蛇口の交換を

⑶ 倉敷北児童センターと西岡荘に関して

①それぞれの施設の整備スケジュールを

②どちらも利用率は高いが、要望を反映した建物

になっていくのか（防音装置や食育活動室など）

③高齢者や子どもたちの安全面を第一に考えて

駐車場、駐輪場等の安全対策を考えているのか

以上、３項目について質問しました。

⑴新型コロナウィルス感染症に関しての避難所運営

につきましては、体育館の他に、特別教室や安全な

公民館、一時避難所も利用していきたいとの答弁や、

不要なマスクは回収ボックスを置き、必要としてい

る方々にお届けできるようにしていくとのことでし

た。

⑶北児童センターや西岡荘に関しては、関係者の皆

さんのお声を反映すべく、食育活動室も設置するこ

とや、遮断効果がある部屋にして皆さんの活動が活

発に行えるようにしていくとの答弁でした。

真備町が罹災を受けて２年が経ちます。

7月６日には7月豪雨災害に係る倉敷市追悼式が、真

備町支所で行われ、真備町の早期復旧復興を、参列

者の皆さんでお祈りしました。

ひまわり通信 ２０２０年夏号

< 1 >

災害対策に関してのご意見をお聞かせ下さい。

【あいさつ運動をする周子】 【街頭演説をする周子】


